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治
理
論
を'主
張
す
る
、

〕

と
に
あ
る
。
.
そ
れ
似
實
際
の
問
題
と
し
て
は 

ィ
ギ
リ
ス
の
勞
働
黯
の
政
治
經
濟
的
见
解
を
挥
吟
味
す
る
こ
と
に
な 

る
。
著
者
の
結
論
は
勞
働
歡
の
政
策
に
賛
成
で
あ
る
。
併
し
こ
の
木 

の
要
點
は
こ
.ぅ
い
ふ
結
論
に
^

る
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
に
達
す
る
ま 

で
の
社
#

學

的

硏

究

に

、
あ

る

。
，
而

し

で

そ

，
の

點

に

，
知

い

て

，
、

我

が

國
 

:0
?

8

^

9義
顧
濟
に
關
ず̂
研
资
^:
衡
_

は
：此
：^

か
^'
:
學
ぶ
,
.̂

卜 

も
の
が
‘あ
る
と
考
へ
て
、

こ

、
に
あ
へ
て
紹
介
の
筆
を
と
る
次
第
で

- 

*
^
.る
0
. 

;

序
論
で
は
此
書
ゼ
出
版
す
る
動
機
と
方
法
が
述
べ
ら
れ
る
。
次
い

' 

で
第
一
篇
は

「

1

と
岡
^」

と

題

し

て

心

硏

究

を

略

述
 

#

卺
#

^
囊
は
過
渡
期
の
赛
本
主
義
ぞ
題
：し
_
:
:
:
旣
に
成
熟
期
辟

々

.

(

ベ
.

’

達
し
て
之
以
上
發
展
の
望
か
の
'な
い
イ
ギ
リ
ス
斟
段
經
•濟
の
姿
に
つ

 

い
て
' 0
診
斷
を
へ>
し
て
ゐ
る
。
第
三
篇
は
プ
ロ
レ
タ
.U
T

の
獨
栽
と 

;
‘い
：ふ
；標
題̂

マ
>1
>
>;
ス
办
共
動
戴
宣
富
の
分
析
ゲ
げ
ふ
。
著
者
の
態

 

:
'度
は
養
體
と̂

て
否
.定
的
：で
务
る
。
：
第
四
篇
は
黎
主
義
と
民
主
々

 

M

を
}

^
ぶ
.-.
0

主
ぇ
、レ
て.政
治
的
方
法
か
ん.て

の

届

法

々

_
義

の

意

義

 

^

說
か
れ
.る
。̂

五
篇
は
.戚
法
夂
韻- «
社
會
主
義.の
戰
略
を
：：論
ず
 

、
る
。
全
卷
の
結
論
を
な
ず
部
分
で
、
當
時
の
イ
ギ
リ
ス
熒
働
盤
の
政

 

策
綱
傲
に
大
體
赞
成
し
て
ゐ
る
。
終
り
に
附
錄
が
あ
つ
て
、
.そ
の
中

 

K

ナ
チ
ス
の
ド
イ
ツ
と
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
の
ソ
聯
に
お
け
る
政
治
的
慘

之
を
以
て
判
る
通
.り
全
卷
の
激
論
は
あ
る
纏
つ
た
體
系
的
な
薺
述 

0

體
裁
を
な
：
1/

て
：ゐ
な
い
ア
心
理
學
人
間
學
的
硏
究
が
办
な

' 
經
濟
‘

社
#
學
的
硏
究
あ
り
、
政
治
樂
的
硏
究
が
あ
る
と
い
‘ふ

具

合

で

あ 

s'
0
し
か
も
木
得
の
特
微
は
賢
に
社
會
科
學
の
詉
部
門
の
知
識
を
協 

.力
さ
♦
で
、：：

」

へ
0
の
間
題
' ^
龙
主
々
_

的
.社
#.
主
#

0)
:座
張
免
爾 

き
聞
か
せ
上
う
'と
し
?:
點
1

#
す
る
。
之
に
つ
い
て
聚
容
は
か
、
-?
考 

へ
て
ゐ
る
。
旣
；

i

夥
し
い
數
に
上
つ
て
•ゐ
る
社
會
中：

義
の
文
獻
に
、

•木
來
經
濟
學
容
た
る
尚
分
が
、
專
門
外
の
硏
究
を
纏
め
て
公
け
に
す

 

る
に
_
つ
い
て
は
、
戤
は
浪
分
と
し
て
止
む
に
止
ま
れ
ぬ

1

が
あ
る
、
 

处

だ
,°
：
自
分
■は
こ
の
屮
年
爾
を̂
^
と
國
際
聯
盟
の
爲
に^

^

、
：
^
.
.
:
, 

和
的
段
中
：々

，義
の
爲
に
活
動
し
た
に
も
，か

、
は
ら
ず
、

• #
界

，の

實

狀
‘ 

は
、
自
分
の
一
生
の
間
に
架
し
て
こ
の
.希
笼
を
迓
现
さ
せ
て
く
れ
る

 

，か
ど
う
か
頗
る
疑
は
し
い
處
ま
で

¥

ゐ
る
。

ー
九
ニ
九
年
必
世
界
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}

^
は
奋
#

米
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政
洽
綠
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衡
態^ :
ー
，
變

：
さ

觉

、
ゝ

_

內
的
校
过«

1
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濟
的
不
安
が
、
*.
'
-
,.對
外
的
に—

政
洽
的
不
安̂

急
速
に
：
傅
播:'
1
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./ 

炎
?9
恐
慌
0 >
當
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：政»

_

:
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文
ゐ
だ
政
府
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'
-
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穿
的
宂
あ
^
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う
丨
的
で
あ
ら
う
と
、
無
差
別
に
、
多
く
の
場
ん
ロ
非
合
驵
沏
に

- 

非
雛
$

れ、 -

破
壊
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
，
そ
し
ヤ
今
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し
て
ゐ
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ぅ
少
し
の
，舆
氣
と
を
以
て
す
れ
ば
、
少
ぐ
と1歐
洲
，に
お
い
て
民
主 

々
.璣
諸
麽
が
國
際
聯
盟
の
.：權
威
を
嫵
限0
期
間
に
苴
.つ
セ»
び
確
立
、
 

.，.し
得
る
.と
^
る
_信
念
を
衆
.て
るf J

と

は

で

.
き

な

い

。
.け
.れ
と
.も
^

分 

、
は

こ

、
で

は

外

交

政

策

を

論

ず

.る
積
り
は
な
い
。
む
し
ろ
科
學
的
に 

.

■
撕
こ
ぅi

減
事
態
が
■
旮
た
が0'
、.ど
ぅ
い
.ふ
社
會
ホ0:
^
と
平
和 

)

と
友
愛
の
现
想
を
派
ね
併
せ
て
毁
现
じ‘ぅ
る
で
あ
ら
、っ
か
レ
い
ふ
問 

.題
如
解
明
U-
ぃ：

..'
而
：
-i
y
で
'
現*:
の

上

に

.
將

來

の

爲

0>
-
'險

策

を

立T
f:
.
い

:

.
: v
'

於
.、
名
：具
體
的
艰
問
.翅
を
科
學
的
に•髮
は
ゝ
っ
ゼ
：ぃ.ふ
；見'
;

g

か
：
 

ジ

フ
¥

齒

的

は

觀

察

隹

備

を.意
識̂

て
>

ー.諸
社
會
科1

慠
ヵ
を 

考
へ
る
。
そ
の
努
力
は
郎
ち
心
观
學
か
ら
政
治
梁
、
經
濟
學
に
亙

^'
. 

綜
穴
判
斷
と
な
つ
て
現
れ
た
譯
で
あ
る
。

.

.

.

..
:
:
:
'
著

象

が

翁

：に
希
黛
沏
た
氓
圭
々

_

の
现
想
は
、.第
3

次
0

^
 

大
戰
と
い
ふ
颇
る
遺
憾
な
€

を
拂
つ
'て
、
漸
く
一
 

步
前
進
し
た
觀
 

•が
あ
る
。
併
し
现
想
達
成
へ
の
途
が
平
坦
に
な
っ
，た
と
'は
未
だ
い
ひ

 

.
切
る
ニ
と
が
で
き
な
い
9

と
、い
ふ
の
財
戰
後
に
政
治
的
な
き
が
殘

 

<)
*
て
ゐ
る.
^
.い
'、ふ
、こ.と
ば
か
り'で
な
く
、..そ
れ
以
'±
:に
.■い

な
.，.力
.
、

..

灰
未
解
嵌
凝
^g

題
を
跡
に
殘
b

Tゐ：ぎ：
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®
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^
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^
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日
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本

边

行

衝

於

具

體

的. 

な
’政
治
の
面
に
お
い
て
論
議
の
舞
象
に
な
つ
て
ゐ
る
が
ら
で
あ
る
。
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^

1

、#

漱
^

^

|£
'
-#:

组

馨

艇

丸

衿

；
せ 

ふ
則
翅
は
之
ま
2

著
捍」

的
に
論
ぜ
ら
れ
、
今
で
も
原
理
的
に> 

戒
ひ
は
ィ
デ
.オ
ロ
ぞ
ー
的
公
式
で
以
て
說
か
れ1
は
ゐ
、る
が
、
實

際
. 

の
間
題
.と
し
て
之
を
考
へ
る
な
；ら
ば
、
照
现
や
公
式
よ
り
も
、
.其
®

:的
|2

今
：=
10 '

费
艰
主
義
經
濟
を
が
、
^ .
:

續

ゼ

，̂

^

す
荟
_

に
紀
擧
/;
:
'
:
、
- 

げ

ら

れ

な

け

れ

は

な

ら

な

い

の

，で

あ

る

。
'
、
 

.

«

.

蔣
背
ダ
ー
ビ
，
ン
は
こ
の
®

に
着
Z

E

CT -
"
現

毀

的

に

現

在

の

昆

沌

'

 

た
る
2|
|
繼
を
»

;^
す
る
に
は
ど
ぅ‘レ
た
|ら
よ
い
か
。
と
い
ふ
间
を
發 

し
、
、'
Mら
之
'{
:
答
■

へ
，
て

次

の

如

味

の

こ

と

を

說

い

て

ゐ

る

。

ル
ぐ3
假

；栽

磁

册

虚

制

め

掘

轉

：，
猶

寒

»

抓
:^
疆

;-
:
-
.
:將

來

；タ
^

^

究
し
よ
ぅ
と
す
れ
ば
、
法
ザ
一
般
史
.經
濟
學

_

心
现
學

•

社

曾

^

•

人

遭
锋
の
讓
斯
、な
く̂

て
：1

)

：を
1制
，翁̂

ば
..囊

の
_

會
敗
^

、
に
拼
究
し
て
ゐ
る
と-は
い
ふ
こ
と
が
で
逢
な
い
。
乂
こ
の
制
度
の
將
來 

に
'つ
い
て
激
11
-

を
な
し
從
る
地
位
に
あ
る
と
も
い
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
。 

丨
视
货
の
现
解
に
はf

ゆ
る
分
科
々
战
の
協
力
が
必
獎
で
あ
る
。

個

々

■

.

 

に
分
立
せ
し
め
る-な
ら
ば
我>

は
失
敗
す
る
。

」

,

、

-

'

< 1「

我
々
の
仆
4
で
ゐ
る
社
噏
、
そ
の
形
態
を
改
炎
し
よ
ぅ
と
努
め
て
ゐ
る
' , 

こ
の
虬
嘴
を
榔
成
し
て
ゐ
る
個
人
の
V*
櫥
、
制
度
、
性
贺
は
弒
濟
、
政
治 

X
は一 .

秋
人
の
一
而
の
み
に
偏
し
て
ゐ
る
も
の
で
な
く
、H;

賴
の
型
の
合 

成
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
が
现
奴
に
在
る
，'通
り
、
性
質
上
複
雜
で
多
循
多
、
 

樣
で
あ
る
ま
、
に
矶
究
し
ょ
ぅ
と
す
る
表
の
み
が
之
を
理
解
し
抑
る
の
で

■ 

- 

. 

\ 
五
ニ
，
 

-(I 
七
〇)

,

ー&

令
|

^

會
主
_

濟
と
.

_

生
_

.

比
較
を«1
|&
的

に

經 

濟
0)」

面
か
ら
論
ず
る
こ
と
は
、
ィ
ギ
リ
ス

0

如
ぎ
國
に
^
:
い
て
ほ 

犯
に
现
窗
か
ら
避
離
し
過
ぎ
た
感
が
あ
る
で

^ ;

ら
ぅ>

 

.

程
^§

差
こ 

.そ
あ
る
と
し
でi

資
本
主
義_

办
行
#

り
.に

直

齡

し

：

て
；：

ゐ

を

國
 

に
お
い
て
は
、

い
づ
れ
も
同
様
で
あ
る
。
實

.際
0 :

敗
會
に
.は
、.
挪
.論 

」

的
に
％

冷1

兀
，f

n

满
ど
於
i

經
濟
と
.
.

4
:

® '，

は
^

純
.

費
^

翁

P

濟
A

ホ

主

義
^

^
な
：どA

い
：ふ
も0

は
：
密

か
 

，
得'な

い

の

忍

つ

て

「
I

一
つ
の
型
の
混
合
し
た
も
の
が
或
ひ
は
他
の

 

刑
ふ
を
交
へ
た-も
の
が
現
餿
の
姿
で
あ
る
Q

34
政
歡
の
敵
が.

考

：へ
て
 

も
M

.

主
、政
治
と
專
制
政
治
と
は
原
现
的
に
相

.對
立
，.す
る
レ
し
て
も：
、
' 

•
:
'
:
臂

：の
社
會:0
. «
營
に
1

つ
T

ほ
、
ど
こ
の
國
で
も
、
麓

と.か
、

.

. 

*

-J
E

ぞ
が
V
 

^

眼̂
.で

揭

生

的

で

：あ

づ

:?
:
り
、
：：
.，
湯

：
§
^

あ

つ

'
た

り

 

■
:

る

仓
.0
>

は
邛
く
;.
>

兩
猶
0

®

l

.混
在
が
觉
ら
れ
ネ
の
で
ん
る
。
.：

 

か
1

る
现
實
の
姿
の
究
明
の
爲
に
、
そ
し

.て

.そ
れ
か
レ
藏
體
的
政
：
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0)
結
論
>
 
引
出
：;:
|-;ヴ
^

.

%ふ
窗
圖
の
爲
に
は•
發
密
处
龄K
.は
^
 

に
認
め
ら
れ
て
ょ
く
、
專
|
2利
學
^

が
陷
カ
勝
ち̂

獨
1?
'

の
弊
を
避
，

 

:对
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]
:、
,'
.
?と
.す
る
.猶
神
は
高
：
評
價
さ
れ
な
.げ
れ
^

な
ら
ぬ
。
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霧
>>
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:

意
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が

成

功

し
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-
ゐ

、る

か

ど

ぎ

か

は

別

肫

題

で
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あ
り
"

又
著
者
が
利
;!
]

、
參
照
レ
て
ゐ
る
社
會
科
擧
阶
知
識0
部

の
み
を
以
て
、
現
铣
が
十
分
にa
解
し
得
る
ど
は
い
へ
な
’い
の
で
あ

-

* 

» 

• 

•
• 

• 

, 

.

.

.

.'
' \

-.-.. 

. 

V
- 

■ 

• 

■

•
 

. 

• 

%

r 

.第

。一

遞

心

理

學

的

硏

究

に

属

す

る

部

分

喊

ィ

棄

齊

^

か
潔
に
ー
ょ

.. 

'
れ

は

鄭

ら

協

カ

者

，
ポ

1

ル
ビ一

氏
'(

3

0

1

^

.

)

.
に
«
.
る
も
の'で
、.
.人
：
._ 

.

.

.

. 

，.間
‘の
f

i

-%

圃
维
的
衝
働
切
亦
變
烛
匕
：之
に
：對
す
る
絕
刺
的
社

'- 

命
生
沾
の
爲
の
協
力
の
政
治
形
態
の
必
耍
不
可
缺
な
こ
と
を
說
い
て 

ゐ
る
。
 

，
.

，

.〕

の
論
證
が
心
理®

的
に
十
分
な
も
の
か
ど
ぅ
か
は
紹
介
渚
の
ょ
、
 

■
く
树
斷
し
捋
な
い
と
こ
ろ_である。裁者はこ、で？

想とす 

る
民
ホ
/;

義
の
爲
(>
)

伏
線
を
敷
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、か
、
私
の
請
後
，

::

■

を
彩
ふ̂

ち

藍
"
現
代
揭
生̂

義
_

i

據
.を

が

，
、
：
务

松

理

的

本
能

，：： 

論
に
求
め.る
ご
と
は
餘
り
に
も
迂
遠
で
あ
つ
て
、
直
接
砂
攔
聯
が
薄
、

.く
、
む
レ
ろ
科
擧
的
な
時
代
意
識
に
據
つ
て
論
ず
る
方
が
、遙

か

に

科

、
 

學
的
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

.

.

■.，
ぺ
第̂
篇

は
-̂
彳

ギ

ネ

ろ

阈

泥

經

擠

の

分

耗

で

扣

る

ャ

ー

祐

目

を

婆

女

/,
: 

•る
點
は
、
此
阈
の
资
木

S

義
經
濟
が
旣
に
轉
換
期
に
あ
る
と
い
ふ
論 

證
で
あ
つ
，て
パ
そ
，の
一
つ
に
、
资
本
家
階
級
が
こ
れ
あ
で
报
し
て
來 

た
资
本
藉
桢
の
役
割
が
旣
に
終
末
に
來
て
か
る
と
い
ふ
點
で
あ
る
。

， 

翁
#
は
资
木
主
義
め#
微
を
合S

敗
挟
術
、
無
限
の
獲
得®
、

、生 

產
乎
段
の
‘私
有
及
び
放
任
の
傾
則
に
求
め
る
。
而
し
て
そ
の
何

'
れ
も
が
：皆1/
,<
變
貌
、1>
-
|:
，)

と
衫
論
.證
す
.る
--
:
-°

此

等
;0
)

粹
徵
を
發®
'

.

レ

わ

貧

塞

義

餐

は

、
；
經
濟
的
福

* .

の
零
大
1

著
^

-

貢

獻

し

七'
' 

•;
'
'
;が
"、
；他
方
に.ぉ
：ぃ.で
社
#

盼

不

安

定:^
不
平
等
と.を

激

化

じ

經

濟. 

組
織
の
上
で.は
次
第
に
芈
彈
力
的
に
な
り
、
拘

廉

を

僧

.0

、
&

^

が
'
.. 

\
衰
へ
て
來
た
の
で
あ
る
0

株
式
^

社

の

發
- M

は

資

本

と

經

營

の

•
分

離
 

v
-/
>
の
W

向

: ^

促
進
.し
、.：

(：

量

課
.税e

飧
大
ぼ
英
阐
の
甯
衆
を
し
て
今
日 

-.

何
等
貯
薔
に
貢
獻.1
.:1
;
.め
得
^

0

:事
態
に
立
至
つ'1
-

ゐ

る

。
.
#

蓄

は 

,

む
^

ぢ
中
產
階
級
ぢ
依
夜
す
る
部
分
が
务
ん
パ
し
か
も
’五

十

取

前

の

. 

プ
ロ
レ
，タ
リ
ア
は-

现

在

五

十

年

前

に

プ

チ

ブ

ル

：
ジ

：
ョ
.
ヮ

と

考

へ

ら 

れ
た
地
位
に
移
り
變
つ
て
來
て
ゐ
る
。
變
遽
の
過
遍
を
通
じ
て
ま
だ 

不
變
な
る
性
格
と
见
ら
れ
る
も
の
は
、
靡
業
上
の
合
理
主
義

0>
精
剥 

と
無
限
の
獲
得
愁
の
動
機
で
あ
る

。

.

.

，

.

:

.

ダ
ー
ビ
ン
が
總
括
的
に
提
出
す
る
問

^

は
か
ぅ
で
あ.る
-0

資

本

主
' 

義
經
濟
は
硕
化
し"
制
服
的
に
，な
り
不
疋
な
む
の
.に
な
ー
つ.で
ゐ
.る
デ
.
‘ 

_ 

ム
.齡
し
擴
張
眺»

M
T:
^

6-
t

-v
1
:i c
0>
;

安
定
は̂

气

.こ
の
經
濟
の!
, 

上
に
立
つ
社
命
は
不
平
等
で
あ
り
動
播
し
て
ゐ
，る

a

、但
し
段
主
力
義 

的
、
' 
中
赠
附
級
的
で
あ.り
保
守
的
で
あ
る
。
■そ
'こ

で

何

を

な

す

べ

き.
 

か
。

「

阈
家
的
に
紕
織
化
さ
れ
打
私
布
財
淹
制
の
獨
内
资
本
生
義

」

の 

上
に
立
つ
て
圮
主
的
資
木
主
&

經
濟
が
そ
の
經
濟
を»

见
ず
る
2
:
的 

と
K

#

は
ど
こ
に
あ
る
か
。

G
E

的
と
手
段
の
選
擦
.に
お
い
て
现
饨
と



•

へ

，

夕
丨
ビ
ン9

风
虫
的
和
食
虫
驼
論'

.•
•

.: .
,

W
葡

疆

役

：

暴

■
靈

擴

_

1

顏

進
_

_

靡

筆

：

人
は
ど
ん
な
手
段
を
主
張
す
べ
き
か
。

 

,

\ 

:

ロ|

奢

遭

■

■

_

顧

義

ん

發

展

聽1

:

_

_々

,
要
求
た
る
安
忠
と¥'
等

と

に

結

び

つ

け

る

政

策

が

ダ

ー

，
ビ
ン
、
の

答

‘
で

)

導

。: 
■

答

を
_

軟

_

裏

■

二

判

を

行4
。
 

-
' 

、
 

\
 

' 

ー

巧

：
著

箸

が
^

ル

^
;

ス

：
義

':
:0

中

が

が
&

出

す

論

點

ボ

；
唯

裳

 

級

脚
^

說

と

ブ2

レ

タ
”

ア

獨

裁

の

三

つ

の

テ

I

マ

に

限

ら

れ

る

。

ダ

ー

ビ

ン.は

で

の

共

席

主

義

の

思

想

的

核

.
心

が

丁

度

フ

ァ

シ

ズ

ム

と
 

序

じ

様

に

憎

亂

と

骚

處

に

塗

ら

れ

て

.ゐ

.る

と

見

る'，
.j

と

か

：
ら

.
刺

る

や

.
 

ぅ

に

、

之

に

對

す

る

ぞ

の

判

斷

は

否

铯

的

で

あ

る

パ

唯

物

史

觀

に

つ
 

し

て

は

そ

の

】

劢

的

偏

ぶ

を

批

難

す

る

。
議

論
-'の

中

心

.
はi t
#

秩

序
 

の

脎

史
M

變

化

が

經

濟

的
/i
i
l
因

を

根

木

的

な

も

の

と

し

な

が

ら

唯

' 
一 

の

&

の

と

見

な

い

と

い

ふ

史

的

唯

物

論

の

論

、
旨

仍

矛

;|
1?

乃

至

は

腰

眛
 

さ

に

鲅

め

ら

れ
4

。

經

濟

的

原

因

が

湩

要

で

あ

り

、

且

つ

總

て

の

出
 

-

來

辦

に

し

て

ゐ

る

こ

士

を

强

調

す

る

の

は

见

し

い

。
，併

し

之

だ
 

け

が

极

本

的

又

は

決

觉

的

な

も

の

だ

と

す

石

の

.は

疋

し

く

な

い

。

'

W .
. 

.者

は

原

因

の

多

元

性

を

カ

說

す

る

。

：

 

“ 

'

グ

ー

ビ

ン

の

論

旨

は

筆

若

も

亦

同

感

す

る

所

で

あ

る

が

、

彼

が
 

r

nl
f
i
物

的」

と

い

ふ

意

味

を

「

合

跑

的

な

獲

得

慾

に

基

く

」

と

い

ふ

•
.ヽ
、•
 

--/-
\
 

五

四
’

-

ペ

ー

七5
 

' 

"

心

®

的

な

概

念

を'以

て

解

釋

し

て

ゐ

る

こ

と

は

率

虹

に

同

^

し

^

い

。

彼

は

人

間

の

行

動

が

獲

得

慾

の

動

機

の

み

か

ら

川

る

も

の

-で

‘
な
 

-

い

こ

と

を

ば

唯

物

史

観

の

一

面

性

の

批

判

の

論

嚴

と

.レ

で

ギ

る

が、
.
,

か
、
る
解
釋
は
マ
ル
ク
ス
の
疋
し
い
謂
釋
と
い
：

.ふ

.こ
と
_
で
き
な
い
.ノ
■ 

で
あ
ら
ぅ
？
い
な'頗

る

幼

稚

な

誤

解

で

あ

る

..と

い

は

な

く

で

は

な

る 

>
ま

い
o(

唯

物

的

と

い

ふ

場

合

！

2

問

題

に

な

つ
T-
ゐ

る

こ

と

は
. 一3

® 

.

社

#

關

係

と

し

て

の

生

產

力

に

：
つ

い

て

^

あ

る

と

私

は

解
_

b

T

t)
.
 

、

)

 

. 

:

ご

':
-
-詹

暴

乘

靡

に.っ

い

：
.ー

て

埤

：
へ

彼

は

繼

物

史

觀

と

の

論

.理

^

を
否
定
す
る
。f

ビ
ツ
が
考
へ
て
ゐ
る
の
^
.
:
;
4
.
っ

に

踏

級

翊

乘.- 

に
ょ
る
說
明
が
少
し
も
^

徙
と
合
致
し
て
ゐ̂
い
^.

い
ふ
こ
と
、
、• 
•
' 

ゾ
協
カ
§

«

藥

ょ

り

，
^
- #
:
生

活

上

重

要

な

役

割

を

演

じ

て

ゐ

ふ

こ

と
 

、
で
あ
る
。
利
害
の
對
立
が
あ
る
こ
と
ば
決
レ
て
協
ガ
を
妨
げ

.る

名

. 

の
で
な
く
*
む

し
ろ

相

對
立

す
る
兩
漭
が
臀
和
に
衝
携
す
る
最
も
適

， 

當
な
途
で
あ
る.。
協
カ
が
社#

生
沽
の
動
態
に
お̂
,
て
演
_
.
る
.役
»

'

は

_

&

の

そ

れ

以

上i
i

a l
耍

で

あ

る。

'

•

.
,
.
.
.

Fi
:
級
调
.

■ «
■
說
处
.:#
冲

..
^

し
て
«

力
，；の
事
毁舍
持
ち
.
. ^
す

の

ほ

適

切'
,
ノ
 

な
批
判
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

そ
れ
，は
單
に
表
茚
的
、
現

象

的

' 

な
解
決
で
し
か
あ
り
得
な
い
か
1

で
あ
る
,0
む
し
ろ
階
級
的
對
立
そ 

の
こ
と
に
批
刹
の
中
心
が
移
さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
協

力

の

雄

.

.

.

餿
が
批
判
と
し
て
潦
義
を
持
つ
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の
い
ふ
階
級
的
對 

立
そ
れ
自
體
の
絕
對
性
を
論f

る
命
題
か
ら
生
れ
て
來
た
も
の
で一
 

な
^
れ
ば
な
ら
ぬ
。
'
 

’
 

' 

'

'

i a
.後

に

プ

ロ

レ

ク

リ

ア

の

獨

栽

の

阳

題

が

取

上

げ

ら

れ

る

。

こ

の
 

命

題

も

亦

ダ

ー

ビ

ン

に

ょ

れ

ば

階

級

岡

^

說

か

ら

必

然

的

に

導

き

出
 

さ

れ

る

も

の

で
^ /
な

い

，
と

考

へ

ら

れ

る

。

本

命

、

獨

裁

の

途

を

と

る

. 

か

平

，
和

的

改

革
0)
;

氟

を

選

夂

か

は

必

然

的

の

途

で

は

な

い

し

、

又

歷

:
:攻

鑛
§

_

_

ぁ

_

的

革

命

囊

裁5
霍

鉴

-1
/
讓

；

い
の
で
あ
る0
.ィ
ギ
リ
ス
の
マ
ル
ク
ス
主
義
諸
ジ

J

ン

•
ス
ト
レ
チ
 

1

-
(
J
o
h
n

 

s
t
r
a
c
h
e
y
)

は
プ
ロ
レ
ク'y
T

獨
裁
の
意
味
を
仗
、

.丁

 

.度
現
代
の
ィ
ギ
フ
ス
が
ブ
ル
ジ
n
ヮ
獨
栽
で
あ
る
關
係
を
逆
に
し
た

 

や
■ぅ
な
も
.の
で
あ
.る
と
說
明
し
：て.ゐ
■
■る
.I

節
を
捉
.人
.
て

之
..

は
'い
'力_ 

に
も
解
し
難
い
說
明
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

ス
ト
レ
チ
ー
の
譬
喩
过

 

い
が
に
も
，不
可
解
で
あ
る
。

 

♦
 

•

,

ダ

1

ビ
'
 

ン

の

論

管

は

結
^

今

旧

のa

シ

ア

に

見

ら

，
れ

る

様

な

共

產
 

黨

獨

裁

の

方

法

が

我

々

玛

主

々

の

選

ぶ

べ

か

ら

ざ

る

途

で

あ

る
 

こ

と

を

い

は

ぅ

と

す

る

ご

と

に

あ

る

。

彼

の

所

論

'は

民

；

f
H

々

義

の

た
 

め

へ

の

理

解

を

助

け

る

け

れ

ぞ

も

、

マ

ル

ク

、
ス

、
王

義

の

批

判

と

し

て
 

は

決

し

て

十

分

な
.も

の

で

は

な

い
。

■
• 

. 

•

-

 

第

四

篇

は

讨

主

々

義

と

社

#

在

義

を

論

ず

る

。

荞

漭

が

抱

懷

す

る

へ

，

'ダ
|
ビ
ン
の
'段

东

的

社

食

东

魂

論、
.，

-

,

H

' M
へ

の

最

も

德

切

な

手

段

と

考

へ

る

も

の

で

あ

る

ナ

筆

者

も

亦

こ

' 

の

.篇

か

ら

最

も

多

く
.を

得
^
.
，」

と

ガ
'で

き

た

。

\

現

代

の

日

本

の

政

治
 

經

濟

の

在

り

方

に

つ

い

て

多

く

の

示

唆

を

與

へ

ふ

あ

0

上

も

思

は

れ.
 

る

部

分

で

あ

る
。

> 

.
 

V
: 

'
 

.
■
■ 

'
、

.

「

觀

生

汔

義

と

は

政

漱

切

方

法

の

陬

題

で

あ

ヴ

で

ン

あ

あ

特

定

の

文
 

明

を

指

稱

す

ジ

も
0 -
で

は

な

い

。

そ

れ

は

法

' #&

必

要

と

そ

の

：
施

行

.
 

と
を

.ば

自

：

S

と

調

和

さ

..せ

.
や

ぅ
と
す

^

試

み

で

^
る

パ
.,，j

 

'と
.い
ふ 

バ

セ

ッ

ト

ハ

K

 

B
a

s
s

e
t

t
)

の

霄

葉

を

胃

现
^
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懊
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{
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は
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排

斥

し

て

.
そ

の

代
 

り

に

矶

#

.^
®

力

の

可

能

牲

と

必

然

性

と

を

證

明

す

：

る

論

據

と

な

る
'
. 

も

の
..と

思

ふ

か

ら

で
.あ

.る

0 

.

V
.
:
.
.

、タ
ー
ビ
、
^
.は
.そ
.の
1£
15
し
て
ゐ
る
歐
洲
の
戰
亂
を

s
a

め
て
' 
^

.

x
 

々
義
の
前
爆
に
不
安
を
懷
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破
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；
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が.道

要

な

政

策

：：の
，方

向

を

，
示

^

て

ゐ

る

。

歐
.1>
.
で
.こ

0 '

程

度
.の
.
： 

.
社
#

#

;
義

化

が®

*

.々義

的

に1 :

行

名

れ■る

と

倌#
.ら

が

ん

砂

で

あ
，

」

.

.
：
.

‘

へ

グ
/ I

ヒ
ジ
は
養
末
に
：

S

チ
ス
共
佌
の
獨
裁
，國
の
暴
虐
の
祺
實
記
氟
ヾ

.

, 

を
の
せ
，て
、.：獨

裁

；の

非

文

明

的

狀
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